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学校統合についての地域説明会（会場：北中学校） 

 

１．日 時 平成24年11月18日（日） 18時00分～19時30分 

２．場 所 北中学校 体育館 

３．出席者 39人 

４．内 容 

《教育長あいさつ》 

お忙しいところ、本日は風が冷たいところお集まりをいただきましてありがとうござい

ます。本日お集まりの、区長さん、民生委員・児童委員、学校運営協力員、青少年指導員、

そして保護者の皆様には、日ごろから、それぞれいろいろなお立場から、学校教育に対し

ましてご協力をいただいておりますことに心から感謝申し上げます。 

 学校統合につきましては、平成２０年ごろから学区審議会への諮問、答申を繰り返して

きました。学区審議会は、各学校の PTA の代表の方、市議会の代表、子ども会関係の代表

の方などで組織している機関ですが、その学区審議会におきましては、昨年、いよいよ具

体的に動くべきであろうということで、今日お示しするような答申が出されたわけでござ

います。 

それを進めていながら、私は寂しいという気持ちは否めない状況です。この北中学校が

なくなってしまう、あるいは南中学校という名称がなくなってしまうというのは非常に寂

しい気持ちです。 

私が北中学校に入ったのは、昭和３９年で、東京オリンピックの年です。木造の校舎が

２棟建っていて、この体育館も、もちろんありませんでしたが、入学当時の人数をはっき

り覚えています。６９６人でした。私の学年は一番多くて２４３人おりました。６クラス

ありました。南中も、同じくらいの人数で推移していったと思います。北中と南中ができ

たのは、５３年前になります。旧６ヶ村が合併したことによって、中学校を統合しようと

いうことになりましたが、そのときは３つの案があってなかなかまとまらず、県に相談し

て、現在の南中と北中ということになったようです。 

私は、勤めたのは南中が長かったのですが、２０年前は５００人ほどおりました、それ

が４年前にまたお世話になったときには、その半分になって２５０人でした。北中の規模

はもっと減っておりまして、今は各学年２クラスであります。３年生の女子は１３人で、

２クラスですから６人と７人のクラスになっているわけです。北中学校は頑張ってくれて、

部活動でも活躍してくれています。 
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小学校も、どんどん小規模になっています。志士庫小学校は、私が北中学校に入学した

ころには２クラスだったのですが、今年の１年生は８人しかいません。再来年になると複

式学級になってしまうという状況です。安飾小学校は今年１８人入学したのですが、男子

１５人、女子３人という構成です。千代田地区の上佐谷小学校では、現在でも複式学級が

あるんですが、２つ、３つとできてしまうような状況です。 

小規模ながら、各学校とも一生懸命先生方がやってくれて、子どもたち一人一人に目の

行き届いた教育ということで取り組んでもらっています。 

私の経験上申し上げますと、私の最初の赴任校は江戸崎町の鳩﨑小学校で、６年生を受

け持ったのですが、男子６人、女子５人で１１人でした。これはもちろん、可愛くて１年

間楽しく過ごしました。その後の交流も続いています。しかし、困ったことは、序列がで

きてしまうことです。駆け足の速いのは誰、勉強できるのは誰、できないのは誰というよ

うに。「リレーの選手を決めよう」と言うと、「先生、もう決まっているよ」と、１人外す

だけです。そういうことでは、やはりまずいのかなと思います。一番懸念するのは、人間

関係の固定化ということです。多くの子どもたちと交わらないので、関係が固定化するし、

考えも狭くなってしまうのではないかということです。一人一人の子どもに、国語や算数

の授業では目がとどいても、例えば道徳の授業をしたときに、いろいろな考えが出てくる。

そのときに、１１人では１１とおりでしょう。 

その後に、土浦二中に行きました。１年７組担任で、そのときは４８人いました。授業

をすると、なるほどと教師も考えさせられるような答えが返ってきたりして、とても反応

がよく、話し合いの深まりがありました。 

そのような話し合いや人間関係の中で揉まれていく中で、社会生活に適応できる力とい

うものが養われるのではないか、少ない人数の子どもたちの中だけで過ごしていいのかと

いう思いに駆られております。 

 ですから、学校がなくなるのは非常に寂しいけれども、今、そういう感傷に浸っている

場合ではなく、こういう状況にきている。スクールバスを回して、子どもたちの通学の安

全を確保するというようなことをすれば、もっとよい教育ができるのではないかと考えて

いるところです。いろいろご心配な点はあると思いますが、一つひとつクリアしながら進

めていきたいと考えております。 

 中学校は南中学校に行って、ここ北中学校は小学校にしたいと考えています。小学校に

するには、階段、トイレ、理科室の机、黒板の高さなど、小学校用に作り変えなければな

りません。ここ２、３年でそのような工事をして、きれいな新築同様の校舎になると思い

ます。プールについては、霞ヶ浦地区に一つ、美並小脇の多目的会館跡地に新築して、ス
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クールバスで移動して授業をするようなことを検討しております。ここのプールを取り壊

すことで、跡地をスクールバスの発着場とすることができます。 

 美並小学校の校舎は、耐震化と大規模改修、増築をして、プールについては同じにした

い。南中学校も、改修工事をしてきれいにし、プールを壊してバスの発着場としたいとい

うように考えております。 

 ハード面では、このようことをして、子どもたちを気持ちよく迎えたいと思っています。 

 ソフト面については、今、英語が小学校でも取り入れられました。外国語指導助手は、

中学校には１人ずついて４人です。小学校は、１３校に２人なので、できれば各学校に１

人ずつ配置していきたい。学校図書館司書も、今、中学校に４人いて、中学校区の小学校

にも回っていっている状況ですが、各学校に１人ずつおいて、図書館教育も充実させてい

きたいと思っています。 

 統合しても、小学校はちょうどよい人数で２クラス、中学校も４クラスです。中学校４

クラスというのは、本当に適正な規模だと思います。小学校については、２クラスは少な

いですけれどもクラス替えができるというのは、大きな魅力だと思っています。 

 皆さんにいろいろとご意見をいただいて、よりよい計画にして統合を進めてまいりたい

と考えておりますので、ご協力のほどよろしくお願いします。 

 

《資料により説明》省略 

 

《質疑・応答》 

質問  統合については大賛成だが、北中学校は、南中学校に校舎が移るということで、

南中に統合されるのではないかという懸念があると思う。校舎の設備などに慣れない

点があったりして、肩身の狭い思いをするのではないかと思う。慣れてくれば大丈夫

だとは思うが、そのような点を、どのような対応をとられるのか。志士庫地区の通学

路は、西成井から南根本、毘沙門堂を通っていくのが一番近いのではないかと思う。

毘沙門堂には狭いところがあるが、いつごろ整備できるのか。 

回答  今度できる学校は新設校で、南中学校でもなければ北中学校でもないということ

ですので、それだけでは南中に統合されるのではないかという意識は払拭できないか

もしれませんが、先生も、我々も、子どもたちも新しい学校をつくるんだという意識

を持てるようにしていきたいと思っています。 

 通学路については、今から詰めていかなければなりません。バスで通る場合と自転

車で通る場合とでは違う場合もあると思います。 
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質問  会社などで言う吸収合併という感じで、生徒たちの不安は拭えないのではないか

と思うので、学校の中で、カウンセリングなどきめ細かに見ていっていただいきたい

と思う。 

回答  教職員の配置などについても、北中学校から一緒に行く教員が何人か行くように

考慮したいと思っています。在校生が、先生と一緒なら大丈夫と思えるよう、そのよ

うな配慮をしていきたいと考えております。 

 

質問 スクールバスの運行は、下校時の時間がバラバラになるのではないかと思うが？中

学校では、部活動をやる子とやらない子がいたり、小学校では学年によって下校時間

が違ったり、早退する子もいると思う。その辺の対応は、どのように考えているのか。 

回答  スクールバスについては、先進事例等を研究してきた中で、朝１便、下校時２便

という運行をしている例がほとんどです。２便ということは、小学校では低学年、高

学年という分け方、中学校では部活動をやるのか、やらないのかという時間の設定に

なっているようです。部活動は、何時までということを通常決めると思いますので、

その時間に合わせてバスを出すのか。バスの時間を決めておいて、その時間までに部

活動を終えるのか。そのような方法で、乗車するということになると思います。どの

事例でも、このような形態のようですので、そのようになっていくと思います。 

 早退の場合は、スクールバスでの対応は難しいのではないかと思います。路線バス

を利用していれば可能だと思いますが、スクールバスの場合は難しいので、迎えをお

願いするようなことになっていくのかなと思います。 

 

質問  佐賀地区では、過疎化が進んでいる。若い人が流れて、他所に家を建てて、今ま

での家は売ってしまったという例もある。路線バスもなく、学校も遠いということに

なってしまうので、どうにか、並行して過疎の流れを止めるような施策もとってもら

いたいと思う。 

回答  子どもたちの減少ということばかりではなくて、地域全体が人口が少なくなった

り、元気がなくなったりということで、行政としても何らかの策を講じるべきだとい

う意見をいただいています。今後、教育委員会ばかりでなく市全体で取り組んでいく

ことになると思います。 

 

質問  本当に２６年に統合されて始まるのか。２４年も残すところ１ヶ月しかない。２

６年までにバスが通って、とても道が狭いところへバスが走ると思うと、歩く子ども
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たちも、自転車に乗る子どもたちもいるかと思うととても怖い。そのようなところも、

キチンと整備されるのか。また、北中は門がとても狭いところに、今でも、親たちの

送り迎えの車が入るだけでも危険ではないかと思われる。そのようなところも、あと

１年でキチンと整備されて、２６年にスタートできるのか。 

回答  限られた時間ですので、この計画案でよかろうということで、皆さんの賛同が得

られれば、早急に取り組んで間に合うようにしていきたいと考えています。中学校に

ついては、ケーススタディ事業ということで、正式な決定以前に事例研究ということ

で取り組みを始めていきたいということで学校と相談しています。北中へのスクール

バスの乗り入れについては、２８年４月までに整備をして安全を確保して対応したい

と考えています。集落内については、バスが入れる道路が限られている面があると思

います。適切な停留所が確保されて、どのくらい歩けば乗れるのか。何箇所ぐらいの

停留所であれば、運行時間が短く収められるのか。そのようなところを、細かく、保

護者の皆さんと学校と調整をしながら設定していければと考えています。安全につい

ても、十分に配慮して進めたいと思います。 

 

質問  子どもが中学２年生のときに統合になるので、制服がどのようになるのか気にし

ている。北中の制服を着て南中に行くと、１年生は新しい制服で、２,３年生は北中

と南中と別々の制服で、一つの学校で３種類の制服を着ることととなり、不自然では

ないかという気がする。制服を新しくする場合には１年も２年もかかるという話は聞

いているが、統合が決まっていれば、もっと早くから準備はできるのではないか気持

ちがある。制服は無理でも、せめてジャージぐらいは、分かっているのであれば、前

もって何とかならないか。 

 制服は、修学旅行など、学校単位、学年単位で行動するときに、制服がばらばらで

はどうなのかなと。何か考えてもらえればありがたいと思う。 

回答  一般的な事例として申し上げましたように、新入生から新しい制服とするという

方法は、保護者の負担という面では、一番負担の少ない方法だと思います。運営検討

委員会で話し合っていただいて、どのような方法とするかを決めてもらいたいと思っ

ていますが、意見交換会の中で、最初から南中の制服にしてはどうかとか、一番児童

数の多い学校のジャージに合わせていけばよいのではないかというような意見もあ

りました。どちらかというと、どちらか一方に合わせることで、吸収されるとか編入

になるというように、心理的な負担が生じるのではないかと考えていましたので、ち

ょっと以外な意見でしたが、意見を出し合っていただいて、最良の方法でやっていた
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だきたいと考えております。ジャージについても、同様に運営検討委員会の中で検討

していただきたいと思います。 

 

質問  耐震について、小学校の統合までに３年あり、志士庫小学校では耐震化の必要が

あるということだが、工事は行うのか。 

回答  本来であれば、今日、明日にでも安全性を確保することが望ましいのですが、財

政的にも厳しいところがあり、統廃合を進めて安全性を確保したいと考えています。

耐震診断は済んでいますが、診断結果に基づき、どのように補強をしていくかという

設計をしたり工事をしたりしていくと、統合の目標年度と同じになってしまいますの

で、そのようなことでご理解いただきたいと思います。 

 

質問  全体計画の中で、建設推進委員会と運営検討委員会で検討することとしているが、

いつごろ設置するのか。学校単位というのは、現在の学校単位なのか。現在の学校単

位で話し合ってもまとまらないのではないか。 

回答  委員会の設置は、統合が決定していなければならないと思います。統合の決定と

は、実施計画を決定し、学校の設置に関する条例を議会で通していただくことで正式

な動きとなります。学校単位については、統合の枠組みで設置し、一緒に集まって相

談していただくことを考えております。 

 

質問  １５ページの年次計画に概算事業費が載っているが、すべて市の予算なのか国の

補助金等があるのか。 

回答  概算事業費における財源としましては、文部科学省の大規模改造などの補助金が

受けられることを想定しています。また、補助金の裏については、合併特例債の活用

を検討しています。 

 

《おわりに》 

    本日は、いろいろと貴重なご意見、ご提案をいただき誠にありがとうございまし

た。ご意見をお聞きしますと、この計画案について、皆様方にご理解をいただけたの

かなと思います。今後、12 月中に千代田地区でも説明会を開催する予定でございま

す。千代田地区の方でもご意見をいただきながら、意見を踏まえながら、今後、議会

の理解を得て計画に基づき統合を進めていきたいと考えております。最終的に議会の

議決が必要でございます。学校を廃止、新設する条例改正を認めていただかないと、
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正式には統合が進みませんので、今後、事務を進めていくということでございます。

条例が可決されましたら、4月から実施計画に基づいて事業を進めていくことになり

ますので、その時点から皆様にご協力をいただき、運営委員会等を立ち上げまして細

かいことを詰めていくということになります。 

 そのように進めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。本日は、た

いへん貴重なご意見をいただきまして、ありがとうございました。 

 


